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別紙様式3 (課程博士 •論文博士典用)
論 文 内 容 要 旨
%整理番号 899 成 名 中 川 恵 子
学位論文題目
Liver fat accumulation assessed by computed tomography is an independent risk factor 
















部 CT検査を実施し、約 5 年後に同様の検査を行い、德尿病(空腹時血糖126mg/dL以 
上またはHbAlc 6.5%以上または糖尿病治療者)発症有無を調査した。
追跡開始時に糖尿病を有する者及び各種変数の欠損者を除いた6 4 0名(平均年齢 
63.5±9.9歳)を分析対象とした。ロジスティック回帰分析を用いて、追跡開始時の脂 
肪肝有(L/S比 1.0未満)、あるいはL /S比 1 標準偏差 （SD)低下あたりの糖尿病発症 
オッズ比(OR)および 95%信頼区間 （CI)を算出した。調整因子は以下の通りとした。 
Model®： 年齢、C Tの種別
Model② :Model① +糖尿病家族歴、喫煙、飲酒、運動
Model®： Model② +BMI Model©： Model②+腹囲








別紙様式3 の 2 (課程博士.論文博士共用）
(続紙）
【結果】
対象者 640名の平均L/S比 は 1.12± 0 .1 8で、脂肪肝有(L/S比 1.0未満)は121名 
(18.9%)だった。脂肪肝有では脂肪肝無と比較し、肥満指標(BMI、腹囲、VAT)、空腹 
時血糖、HbAlc値、中性脂肪、肝酵素、炎症マーカー、インスリン抵抗性指標(HOMA- 
IR)が高く、年齢、H D Lコレステロール、インスリン分泌指標(HOMA-幻が低かった。 
4.93±1.35年の追跡期間中、36名 (5.6%)が糖尿病を発症した。




L/S比 1SD(O.18)低下あたりの糖尿病発症オッズ比は、Model② で 1.67 [1.24-2.25], 





















一般住民を対象とした観察研究において、L/S比は約 5 年の追跡期間における糖尿 
病発症リスクと関連し、この関連は肥満の有無にかかわらず同様であった。
別紙様式 9 (課程博士 •論文博士共用)
博士論球査の結果の要旨
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本論文は、草 津 市 在 住 の 住 民 疫 学 調 査 の 繊 ・ を 通 し て 、腹部CTを用いて算出した肝脾 
CT値 比 （U S比)を指標として脂肪肝(肝臓への脂肪舗が糖尿病楽症と関連するか、月・、剕巴 
満におレヽて同様の傾向があるかにつレ、て・を行い、以下の点を明らかにした0
1) 姗 者 640名の平均U S比は1.12で、月旨肋肝（U S比1,0未満）は121洛(18.9%)に認めら 
れた，脂・概では網旨・稱に比べ、肖W ・ 氓 ・ 、腹囲、腹部皮下脂肪面積(VAT))、空 
腹時血糖、HbAlc、中性^肪、肝 ・ 、炎症マーカー、HOMA-IRが高く、年齢、HDLコ 
レステロール、HOMA-jSが低かった，
2 ) 約5年の追颇 期間内に36宅(5.6%)が糖尿病を劈症した0
3 ) 家族歴などの背景因子による譏を加えたモデルで、月旨肪月稱の糖咸病楽症オッズ比 
(OR)は2.78で、月O T 干は有意tご糖尿病の毙 症に严 鍵していた0
4 )  方嘯 割票を霞に加えても、月旨肋肝は有澈ご睛尿病の毙 症に関連していた0
5 ) 月・樹票を用いて月醐、剕 W 群に層別して行った解析では、・間に相互作用は認 
めなかった。U S比 1SD(O.18)低下あたりの糖塚病発症オッズ比は、腹囲と85cmとVAT之 
100cm2のそれぞれの群でm 的有意差を認めた.
本論文は、約5年間の追・査を通して脂肪肝と糖乐 病凳症の関連につV、て新たな卸見を与え 
たものであり、また最鶴試験として論文内容に関連した試問を実施したところ合梅と判断された 
ので、博 士 （医学）の学位論文に値するものと認められた0
(令和3年 1月2 7日)
